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「安息日学校聖書研究ガイド引用聖句 ２０２６年第３期 「コリント信徒への手紙Ⅰ、Ⅱ」 

第７課 「愛の姿」 ８月 15 日 （口語訳） 

暗唱聖句 

13 このように、いつまでも存続するものは、信仰と希望と愛と、この三つである。このうちで最も大いなるもの

は、愛である。 Ⅰコリント 13：13（新 271 ぺージ） 

 

日曜日「愛の本質」 

問１． Ⅰコリント13章（新271ページ） 

1たといわたしが、人々の言葉や御使たちの言葉を語っても、もし愛がなければ、わたしは、やかましい鐘や騒

がしい鐃鉢と同じである。 2たといまた、わたしに預言をする力があり、あらゆる奥義とあらゆる知識とに通

じていても、また、山を移すほどの強い信仰があっても、もし愛がなければ、わたしは無に等しい。 3たとい

また、わたしが自分の全財産を人に施しても、また、自分のからだを焼かれるために渡しても、もし愛がなけ

れば、いっさいは無益である。4愛は寛容であり、愛は情深い。また、ねたむことをしない。愛は高ぶらない、

誇らない。 5不作法をしない、自分の利益を求めない、いらだたない、恨みをいだかない。 6不義を喜ばない

で真理を喜ぶ。 7そして、すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐える。8愛はいつまでも絶

えることがない。しかし、預言はすたれ、異言はやみ、知識はすたれるであろう。 9なぜなら、わたしたちの

知るところは一部分であり、預言するところも一部分にすぎない。 10全きものが来る時には、部分的なものは

すたれる。 11わたしたちが幼な子であった時には、幼な子らしく語り、幼な子らしく感じ、また、幼な子らし

く考えていた。しかし、おとなとなった今は、幼な子らしいことを捨ててしまった。 12わたしたちは、今は、

鏡に映して見るようにおぼろげに見ている。しかしその時には、顔と顔とを合わせて、見るであろう。わたし

の知るところは、今は一部分にすぎない。しかしその時には、わたしが完全に知られているように、完全に知

るであろう。 13このように、いつまでも存続するものは、信仰と希望と愛と、この三つである。このうちで最

も大いなるものは、愛である。 

問２． マタイ24：12（新39ページ） 

2 また不法がはびこるので、多くの人の愛が冷えるであろう。 

 

月曜日「愛の働き」 

日曜日の聖句を参照に。 

 

火曜日「愛がしないこと」 
問３ Ⅰコリント13：４～７（新271ページ） 

4愛は寛容であり、愛は情深い。また、ねたむことをしない。愛は高ぶらない、誇らない。 5不作法をしない、

自分の利益を求めない、いらだたない、恨みをいだかない。 6不義を喜ばないで真理を喜ぶ。 7そして、すべ

てを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐える。 

 

水曜日「イエスの姿」 

問４．ヨハネ13：１（新162ページ） 

1 過越の祭の前に、イエスは、この世を去って父のみもとに行くべき自分の時がきたことを知り、世にいる自分

の者たちを愛して、彼らを最後まで愛し通された。 
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ヨハネ 13：34（新 164 ページ） 
34 わたしは、新しいいましめをあなたがたに与える、互に愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛したよう

に、あなたがたも互に愛し合いなさい。 
ヨハネ 15：９（新 167 ページ） 
9 父がわたしを愛されたように、わたしもあなたがたを愛したのである。わたしの愛のうちにいなさい。 
ヨハネ 15：12（新 167 ページ） 
12 わたしのいましめは、これである。わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互に愛し合いなさい。 
Ⅰテモテ１：14（新 327 ページ） 
14 その上、わたしたちの主の恵みが、キリスト・イエスにある信仰と愛とに伴い、ますます増し加わってきた。 
Ⅱテモテ１：７（新 333 ページ） 

7 というのは、神がわたしたちに下さったのは、臆する霊ではなく、力と愛と慎みとの霊なのである。 
Ⅱテモテ１：13（新 333 ページ） 

13 あなたは、キリスト・イエスに対する信仰と愛とをもって、わたしから聞いた健全な言葉を模範にしなさい。 
Ⅰヨハネ３：16（新 379 ページ） 

16主は、わたしたちのためにいのちを捨てて下さった。それによって、わたしたちは愛ということを知った。そ

れゆえに、わたしたちもまた、兄弟のためにいのちを捨てるべきである。 
Ⅰヨハネ４：７～12（新 380 ページ） 

7 愛する者たちよ。わたしたちは互に愛し合おうではないか。愛は、神から出たものなのである。すべて愛する

者は、神から生れた者であって、神を知っている。 8 愛さない者は、神を知らない。神は愛である。 9神はそ

のひとり子を世につかわし、彼によってわたしたちを生きるようにして下さった。それによって、わたしたちに

対する神の愛が明らかにされたのである。 10 わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して下

さって、わたしたちの罪のためにあがないの供え物として、御子をおつかわしになった。ここに愛がある。 11

愛する者たちよ。神がこのようにわたしたちを愛して下さったのであるから、わたしたちも互に愛し合うべきで

ある。 12神を見た者は、まだひとりもいない。もしわたしたちが互に愛し合うなら、神はわたしたちのうちに

いまし、神の愛がわたしたちのうちに全うされるのである。 

Ⅰヨハネ４：19～21（新 380 ページ） 

19 わたしたちが愛し合うのは、神がまずわたしたちを愛して下さったからである。 20「神を愛している」と言

いながら兄弟を憎む者は、偽り者である。現に見ている兄弟を愛さない者は、目に見えない神を愛することはで

きない。 21神を愛する者は、兄弟をも愛すべきである。この戒めを、わたしたちは神から授かっている。 

 

木曜日「信仰、希望、愛」 

金曜日「さらなる研究」 

Ⅰコリント 13：４～７（新 271 ページ） 

4 愛は寛容であり、愛は情深い。また、ねたむことをしない。愛は高ぶらない、誇らない。 5 不作法をしない、

自分の利益を求めない、いらだたない、恨みをいだかない。 6 不義を喜ばないで真理を喜ぶ。 7 そして、すべ

てを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐える。 

 

Ⅰコリント 13：8（新 271 ページ） 

8 愛はいつまでも絶えることがない。しかし、預言はすたれ、異言はやみ、知識はすたれるであろう。 


